
栃木県では 「栃木県人権尊重の社会づくり条例」を平成 年 月 日に施行し、、 15 4 1

すべての県民の人権が尊重され、相互に共存し得る平和で豊かな社会の実現のため、

人権尊重の社会づくりを総合的に推進しているところです。

、 、 、「 」また 県教育委員会は この趣旨を踏まえるとともに 栃木県人権教育基本方針

に基づき、人権尊重の精神の涵養を目的とした人権教育を、すべての学校すべての地

域において積極的に推進しています。その中で、社会教育においては、生涯にわたっ

て人権に関する多様な学習機会を提供するとともに、人権尊重の理念について理解を

深めるよう努めることとしています。

生涯学習課では、本県の人権教育の基本的な在り方及び推進の方策を示した「人権

教育の手引き （県教育委員会 平成 年 月発行）を受けて、平成 年度は、社」 14 14３

会教育の場面で、どのように人権教育を推進していくかを 方式で具体的に示しQ&A

た を作成いたしました。さらに平成 年度には、指導資料『じんけん学びガイド』 15

社会教育における様々な学習機会の中で人権教育が展開できるように 「だれが、だ、

れを対象として、どんな場面で、どのように展開していったらよいか」をワークシー

ト形式にして、より実践的な内容で示した 資料『じんけん実践ガイド』を作成し指導

ました。

そこで、今年度は、これまでに刊行した『じんけん学びガイド』と『じんけん実践

ガイド』の編集方針の流れに沿う形で、市町村の人権教育担当者が指導者養成の研修

を企画・立案、運営、そして評価する上でのガイドブックとして『じんけん研修ガイ

』 。 。ド を作成しました これまでの資料と併せて御活用いただきたいと考えております

本資料が、社会教育の場面をはじめ様々な学習機会の中で活用され、市町村におい

て人権教育を推進する上で参考となりますことを期待しております。

平成 年 月17 3

栃木県教育委員会事務局生涯学習課長 柳 田 治 男
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、「 」（ ）本 県では 栃木 県人権教育 基本方針 平成 年 月 日決定13 11 6

に 基づ き、 人 権尊 重の 精神 の涵 養を 目的 とした 人権 教育 を、す べて

の学 校すべての 地域におい て積極的に 推進してい ます。

生涯 学習 課 では 、社 会教 育に おけ る人 権教育 指導 手引 書とし て、

“ じん けん ガ イド ”シ リー ズを 発行 し、 生涯学 習推 進の ための 各種

施 策を 通し て 人権 に関 する 多様 な学 習機 会を提 供で きる よう、 学習

者の 主体的な学 習を促進で きるよう努 めていると ころです。

一 昨 年 は 「 じ ん け ん 学 び ガ イ ド 」 を 発 行 し 、 社 会 教 育 の 場 面 で、

ど のよ うに 人 権教 育を 推進 して いっ たら よいか 、そ の基 本的な 考え

方を 示しました 。

昨 年 は 「 じ ん け ん 実 践 ガ イ ド 」 を 発 行 し 、 人 権 教 育 の ３ つ の 内、

容 であ る「 豊 かな 人間 性に 関す るこ と、 人権意 識（ 人権 に関す る知

識 ・技 能・ 人 権感 覚・ 人権 尊重 の意 識） に関す るこ と、 人権が 尊重

さ れた 雰囲 気 や環 境に 関す るこ と」 を社 会教育 分野 で具 体的に 実践

し てい くた め のガ イド とな るよ う、 具体 的な場 面を 挙げ 事例を 交え

なが ら示しまし た。

編集の方針

人権教育研修を開催しようと考えてい

ますが、どのように企画すればよいの

でしょうか。できれば、人権教育をさ

らに広めるために、指導者養成研修に

しようと思います。配慮しなければな

らないことはどんなことでしょうか。

学習者の主体

的な学びが期

待できる参加

体験型学習を

自分でやって

みようかな。

最近、行政評価の一部

として事業評価をしな

ければならないと思っ

ているのですが、どう

すればよいのか分から

ないわ。

人権に配慮し

た講座を進め

るために、チ

ェックリスト

があるとうれ

しいわ。

研修の具体的

なプログラム

があるとうれ

しいな。
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今 年 は “ じ ん け ん ガ イ ド ” シ リー ズ の 第 三 弾 と し て 、 指導 者 の 養 成 及 び 研 修 に視 点 を、

当て ることにし ました。

人 権 教 育 を 推 進 し 、 人 権 尊 重 の 社会 づ く り を 構 築 し て い くた め に は 『 地 域 社 会に お い、

て 人権 教育を 推進 して いく指 導者 の養 成と資 質向 上』 が不可 欠で あり 、人々 が学ん だこと

を 互い に生か し合 って いける よう な研 修会等 を計 画的 に実施 して いく ことが 望まれ ます。

そこ で本書 では 、社 会教育 にお ける 人権教 育担 当者 が、ど のよ うに して人 権教育 指導者

養成 研修を実施 していった らよいか その ポイントに ついて 企画 ・立案 運営 評、 、「 」、「 」、「

」 、 、 。価 の順に 具 体的な場面 を挙げ事例 を交えなが ら 以下のよう な趣旨で構成 しています

〔 〕 学習展開のために第Ⅱ章

～運営のポイント～

学習展開は、個別事業計画の一コマであり、目標に沿ったねらい・活動

。 、 。が展開されなければなりません 流れを大切にし 十分な準備を行います

研修を講師やファシリテーター等にすべてお任せするのではなく、担当者

自身が研修を行ったり導入やまとめを行ったりするという視点も大事にし

ましょう。

そこでここでは、学習展開計画立案・当日の運営、参加体験型学習の展

開について例示をしています。

〔 〕 よりよき研修とするために第Ⅲ章

～評価のポイント～

よりよき研修とするためには、事業全体をふりかえり、適切な評価を

することが大切です。しかも、評価は、企画の段階から始まります。

そこでここでは、適切な評価のために、時期・対象者・領域に応じた

チェックリストの活用、ふりかえりの仕方について例示をしています。

〔 〕 研修計画をつくるために第Ⅰ章

～企画・立案のポイント～

地域社会で人権教育を推進する指導者を計画的に養成し、資質の向上を

図るための研修を充実させることが大切です。そのためには、人権教育指

導者養成研修の実施が必要です。

そこでここでは、人権教育指導者養成学習プログラム（個別事業計画）

の企画・立案、その作成の手順について例示をしています。


